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b）最初のみ塗布した場合  
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a）30サイクルごとに繰り返し塗布した場合  
図2．2．6．8 繰り返しシラン系表面含浸材を塗布した場合の効果5）  
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凍結融解の繰返し回数（サイクル）   

図2．2．6．9 けい酸塩系表面含浸材のスケーリング抑制効果6）   

けい酸塩系表面含浸材は，コンクリートに塗布すると，セメント水和生成物の水酸化カルシウムとけい酸  

塩系表面含浸材の主成分であるけい酸塩が反応し，ゲル状の反応物を生成することで，コンクリート表層部  

を撤密化して改質する材料である．図2．2．6．9は，20サイクルまで凍結融解作用を与えた後に，けい酸塩系  

表面含浸材を塗布した場合のスケーリング量を無塗布のものと比較したものである．けい酸塩系表面含浸材  

を塗布していないものは，スケーリング量が直線的に増加しているのに対し，けい酸塩系表面含浸材を塗布  

したものは，塗布後のスケーリング量が抑制できている．シラン系表面含浸材では，一度，損傷を生じた場  

合には，スケーリングの抑制効果が小さかったが，けい酸塩系表面含浸材では，劣化が生じたコンクリート  

であっても，その後のスケーリングを抑制する効果があることを示している．ただし，けい酸塩系表面含浸  

材の効果も永遠に続くものではないため，シラン系表面含浸材と同様に，繰り返し塗布していくことで，長  

期にわたってスケーリングを抑制できる可能性がある．  
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